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関
根
政
美
先
生
は
、
本
年
三
月
末
日
を
も
っ
て
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
る
。
先
生
は
、
一
九
七
九
年
に

法
学
部
専
任
講
師
と
し
て
着
任
さ
れ
て
か
ら
現
在
に
至
る
ま
で
、
三
七
年
の
長
き
に
わ
た
っ
て
塾
法
学
部
に
貢
献
さ
れ
た
。
一
九
九

〇
年
か
ら
は
大
学
院
社
会
学
研
究
科
委
員
に
も
就
任
さ
れ
、
研
究
科
の
枠
を
越
え
た
熱
心
な
指
導
を
さ
れ
て
き
た
。

　

関
根
先
生
は
本
学
部
政
治
学
科
の
ご
出
身
で
、
故
・
十
時
嚴
周
先
生
の
研
究
会
に
学
ば
れ
た
。
修
士
課
程
は
法
学
研
究
科
に
、
博

士
課
程
は
社
会
学
研
究
科
に
進
ま
れ
、
十
時
先
生
や
有
賀
喜
左
衛
門
先
生
の
許
で
産
業
社
会
学
・
日
本
の
社
会
変
動
研
究
に
取
り
組

ま
れ
た
。
一
九
八
九
年
に
は
、
慶
應
義
塾
大
学
よ
り
社
会
学
の
博
士
号
を
授
与
さ
れ
て
い
る
。

　

今
日
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
地
域
研
究
の
第
一
人
者
と
し
て
知
ら
れ
る
関
根
先
生
が
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
の
道
に
進
ま
れ
た
き
っ

か
け
は
、
一
九
八
〇
年
七
月
か
ら
八
三
年
三
月
ま
で
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
ニ
ュ
ー
サ
ウ
ス
ウ
ェ
ー
ル
ズ
大
学
経
済
・
商
業
学
部
組
織

行
動
学
科
訪
問
研
究
員
と
し
て
シ
ド
ニ
ー
に
滞
在
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
こ
の
留
学
は
、
豪
日
交
流
基
金
の
支
援
を
受
け
た
も
の
で

あ
り
、
慶
應
に
お
け
る
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
の
新
講
座
開
設
を
目
指
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
先
生
は
、
白
豪
主
義
か
ら
脱
却
し
多

文
化
主
義
社
会
へ
と
変
貌
し
つ
つ
あ
っ
た
当
時
の
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
姿
を
観
察
し
、
そ
の
社
会
学
的
重
要
性
を
深
く
認
識
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
先
生
は
、
そ
の
後
も
一
九
八
九
年
七
月
か
ら
九
一
年
八
月
ま
で
、
在
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
日
本
大
使
館
専
門
調
査
員
と
し

て
キ
ャ
ン
ベ
ラ
に
滞
在
さ
れ
研
鑽
を
積
ま
れ
た
。

　

ま
た
関
根
先
生
は
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
の
副
産
物
と
し
て
、
人
口
移
動
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と
人
種･

民
族･

エ
ス
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ニ
シ
テ
ィ
に
関
す
る
欧
米
の
理
論
研
究
を
整
理
し
、「
多
文
化
主
義
」
概
念
を
日
本
に
紹
介
し
、
そ
の
理
解
と
普
及
に
努
め
ら
れ
た
。

こ
う
し
た
研
究
領
域
は
当
時
の
日
本
で
は
未
開
拓
で
あ
り
、
関
根
先
生
は
そ
の
先
駆
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

関
根
先
生
の
数
多
く
の
研
究
業
績
の
な
か
で
も
と
く
に
代
表
的
な
も
の
を
紹
介
し
て
お
こ
う
。
ま
ず
一
九
八
九
年
に
刊
行
さ
れ
た

大
著
『
マ
ル
チ
カ
ル
チ
ュ
ラ
ル
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
―
―
多
文
化
社
会
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
社
会
変
動
』（
成
文
堂
）
で
あ
る
。
同

書
は
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
人
種
・
民
族
・
エ
ス
ニ
ッ
ク
集
団
関
係
の
変
遷
を
膨
大
な
資
料
を
用
い
て
記
述
し
た
業
績
で
あ
り
、
今
日

で
も
な
お
、
日
本
語
で
書
か
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
書
の
重
要
文
献
と
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
一
九
九
四
年
に
刊
行
さ
れ
た

『
エ
ス
ニ
シ
テ
ィ
の
政
治
社
会
学
―
―
民
族
紛
争
の
制
度
化
の
た
め
に
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
は
、
国
民
国
家
の
多
民
族
・
多
文

化
化
と
冷
戦
後
の
民
族
紛
争
の
再
活
性
化
と
い
う
状
況
を
社
会
学
的
に
考
察
す
る
理
論
枠
組
み
を
提
示
し
た
重
厚
か
つ
画
期
的
な
著

作
で
あ
る
。
本
書
に
よ
っ
て
関
根
先
生
は
故
・
梶
田
孝
道
氏
ら
と
と
も
に
、
当
時
台
頭
し
て
き
た
「
国
際
社
会
学
」
と
呼
ば
れ
る
学

問
潮
流
の
旗
手
と
し
て
広
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
一
九
九
六
年
に
は
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
・
カ
ー
ス
ル
ズ
／
マ
ー
ク
・
ミ
ラ
ー

著
『
国
際
移
民
の
時
代
』（
名
古
屋
大
学
出
版
会
）
を
、
奥
様
で
あ
る
関
根
薫
氏
と
の
共
訳
で
刊
行
さ
れ
た
。
同
書
は
移
民
研
究
の
基

本
書
と
し
て
版
を
重
ね
て
お
り
、
こ
の
邦
訳
の
刊
行
は
日
本
に
お
け
る
国
際
社
会
学
の
発
展
に
大
き
く
寄
与
す
る
こ
と
に
な
っ
た

（
な
お
二
〇
一
一
年
に
は
同
書
の
第
四
版
を
、
や
は
り
関
根
薫
氏
と
の
共
訳
で
刊
行
さ
れ
て
い
る
）。
さ
ら
に
、
二
〇
〇
〇
年
に
出
版
さ
れ

た
『
多
文
化
主
義
社
会
の
到
来
』（
朝
日
新
聞
社
）
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
の
時
代
に
お
け
る
国
民
国
家
の
統
合
の
あ
り
方
と
し
て
注
目

さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
多
文
化
主
義
概
念
を
平
易
な
言
葉
で
解
説
し
た
書
で
あ
る
。
二
一
世
紀
の
世
界
を
理
解
す
る
う
え
で
も
重
要

性
を
保
っ
て
い
る
多
文
化
主
義
概
念
が
日
本
で
周
知
さ
れ
る
の
に
、
本
書
は
大
き
く
貢
献
し
た
。

　

こ
う
し
た
ご
業
績
に
よ
っ
て
社
会
学
者
・
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
研
究
者
と
し
て
の
不
動
の
地
位
を
築
か
れ
た
関
根
先
生
は
、
学
会
・

社
会
活
動
に
お
い
て
も
ご
活
躍
さ
れ
て
き
た
。
と
く
に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
学
会
に
は
一
九
八
九
年
の
創
設
時
よ
り
参
加
し
、
学
会
雑

誌
編
集
委
員
や
副
代
表
理
事
な
ど
を
経
て
二
〇
〇
四
年
一
二
月
か
ら
二
〇
一
〇
年
一
二
月
ま
で
代
表
理
事
を
務
め
ら
れ
た
。
さ
ら
に
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代
表
理
事
在
任
中
は
、
日
本
政
府
と
オ
ー
ト
ラ
リ
ア
政
府
が
共
催
し
た
日
豪
会
議
で
も
、
重
要
な
役
割
を
果
た
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇

一
一
年
七
月
か
ら
二
〇
一
四
年
七
月
ま
で
、
三
田
社
会
学
会
の
会
長
を
務
め
ら
れ
た
。

　

ご
多
忙
な
研
究
・
学
会
・
社
会
活
動
の
傍
ら
、
関
根
先
生
は
法
学
部
内
外
に
お
い
て
も
長
年
に
わ
た
り
重
責
を
担
わ
れ
て
き
た
。

国
際
セ
ン
タ
ー
学
習
指
導
主
任
、
学
生
部
委
員
、
三
田
評
論
編
集
委
員
、
大
学
院
法
学
・
社
会
学
両
研
究
科
の
学
習
指
導
委
員
な
ど

を
歴
任
し
、
学
部
長
補
佐
も
た
び
た
び
務
め
ら
れ
た
。
一
九
九
三
年
一
〇
月
か
ら
二
〇
〇
七
年
九
月
ま
で
の
長
き
に
わ
た
り
「
新
聞

研
究
所
」（
一
九
九
七
年
に
「
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
」
と
改
称
）
の
所
長
と
し
て
、
同
研
究
所
の
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
三
年
度
か
ら
二
〇
〇
七
年
度
に
実
施
さ
れ
た
、
法
学
部
、
法
学
研
究
科
、
メ
デ
ィ
ア
・
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
研
究
所
、
社
会
学
研
究
科
が
関
わ
る
一
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
っ
た
二
一
世
紀
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
多
文
化
多
世
代

交
差
世
界
の
政
治
社
会
秩
序
形
成
―
多
文
化
世
界
に
お
け
る
市
民
意
識
の
動
態
」
で
は
、
ユ
ニ
ッ
ト
リ
ー
ダ
ー
の
ひ
と
り
と
し
て
、

ま
た
、
そ
の
後
二
〇
〇
八
年
度
か
ら
二
〇
一
二
年
度
ま
で
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
Ｃ
Ｏ
Ｅ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
市
民
社
会
に
お
け
る
ガ
バ
ナ
ン

ス
教
育
研
究
拠
点
」
の
推
進
担
当
者
と
し
て
活
躍
さ
れ
た
。
二
〇
〇
四
年
一
〇
月
か
ら
は
日
本
学
術
会
議
連
携
会
員
と
し
て
地
域
研

究
委
員
会
に
所
属
し
、
地
域
研
究
基
盤
整
備
分
科
会
、
多
文
化
共
生
分
科
会
、
情
報
と
社
会
変
容
分
科
会
な
ど
で
活
動
さ
れ
て
い
る
。

　

関
根
先
生
が
法
学
部
で
担
当
さ
れ
た
研
究
会
は
第
一
期
か
ら
第
二
八
期
ま
で
続
き
、
五
〇
〇
人
近
く
の
卒
業
生
を
送
り
出
し
た
。

毎
年
開
催
さ
れ
る
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
に
は
先
生
を
慕
う
た
く
さ
ん
の
卒
業
生
が
集
ま
っ
て
く
る
。
ま
た
先
生
は
大
学
院
で
も
多
く
の
院

生
を
指
導
し
優
れ
た
研
究
者
に
育
て
あ
げ
た
。
本
論
文
集
に
も
、
何
人
も
の
先
生
の
直
弟
子
が
寄
稿
し
て
下
さ
っ
て
い
る
。
関
根
先

生
の
ご
指
導
を
受
け
、
現
在
法
学
部
の
ス
タ
ッ
フ
と
な
っ
て
い
る
塩
原
教
授
に
よ
れ
ば
、
関
根
先
生
の
大
学
院
ゼ
ミ
に
は
と
き
に
院

生
が
学
外
か
ら
も
参
加
し
、
い
つ
も
活
発
な
議
論
が
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い
た
。
こ
う
し
た
若
い
院
生
の
切
磋
琢
磨
を
前
に
、
関
根
先

生
は
常
に
的
確
な
助
言
と
指
導
を
与
え
、
そ
の
姿
勢
は
い
ま
も
教
え
子
た
ち
の
記
憶
に
鮮
明
に
残
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

　

関
根
先
生
は
、
法
学
部
在
職
中
に
何
度
か
大
病
を
患
わ
れ
た
。
そ
の
頃
、
法
学
部
に
就
任
し
た
て
で
あ
っ
た
私
も
、
教
授
会
に
長
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く
ご
不
在
で
あ
っ
た
先
生
を
ご
心
配
申
し
上
げ
、
先
生
が
復
帰
さ
れ
た
後
、
短
い
ご
挨
拶
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
先

生
は
そ
の
時
明
る
く
闊
達
な
ご
様
子
を
示
し
て
下
さ
っ
た
が
、
学
部
で
の
教
育
や
業
務
の
遂
行
に
は
い
ろ
い
ろ
と
ご
苦
労
が
あ
っ
た

も
の
と
拝
察
し
て
い
る
。
今
後
は
お
身
体
を
労
わ
り
つ
つ
、
ご
研
究
を
ま
す
ま
す
発
展
さ
せ
、
後
進
を
導
い
て
い
た
だ
く
こ
と
を
お

願
い
申
し
上
げ
た
い
。

　

こ
こ
に
関
根
政
美
先
生
の
長
年
に
わ
た
る
法
学
部
へ
の
ご
貢
献
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
を
祈
念
し
、

法
学
部
と
し
て
本
号
を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
一
六
年
一
月

法
学
部
長　

岩
谷
十
郎


